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論文内容の要旨
分裂後に細胞が適当な位置に移動することが可能である動物の場合と異なり，堅い細胞壁に固まれ分
裂後に生じた 2 個の娘細胞の相対的な位置の変化が起こらない植物戸おいては，分裂面が細胞中の左の
位置に入るのかは植物体の形態形成や組織，細胞の分化において非常に重要な意味を持っているO 植物
細胞の分裂面形成位置の決定は核分裂の開始前になされるO 分裂面形成位置が決まるまでには，分裂面
への核の移動，フラグモゾームと呼ばれる核及び分裂装置を支持する構造体の形成，前期前微小管束
(P P B) の形成というようにいくつかの段階があり， PPBが形成されると分裂面は PPB にとり固
まれた面に決まると考えられているO
本研究ではまず分裂面形成位置決定の初期段階に関わる核の位置決定機構についての手掛りを得るた
め，分裂間期の細胞における核の位置決定機構についての研究を行なった。微小管とアクチン繊維とい
う植物細胞中に存在していることが知られている二種の主要な細胞骨格に注目し，両細胞骨格の細胞内
分布と間害剤に対する反応を調べることによって分裂間期の細胞の核の位置はアクチン繊維依存的に決
まり，微小管は直接的な関与をしていないことが明らかとなった。
次にこの知見をもとに，分裂に先立つ核の移動と PPB形成に対するそれぞれの細胞骨格の役割につ
いて研究を行なった。その結果，分裂に先立つ時期は微小管も核の移動や保持に関与していること、 P
PB の形成に関しては微小管が主要な役割を果たしていることが明らかとなった。しかし，分裂前期終
了時に PPBが消失した後はアクチン繊維がフラグモゾームの主要な構成要素となり分裂装置を支持し
ていることから，微小管は分裂期のフラグモゾームの構成要素となるアクチン繊維の「足場」として働
き，前期の終了とともにアクチン繊維を残して消失するのではないかという仮説をたてた。
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本研究後半では分裂に先立つ時期から分裂期への移行期に起こる細胞骨格の分布変化のうちでも最も
顕著な変化である PPBの消失をとりあげその機構について調べた。細胞周期との関連が注目されて
いるキナーゼ群との関係に注目しキナーゼ阻害剤を用いた実験を行った結果，スタウロスポリン感受性
で K -252a 非感受性のキナーゼがPPB及び細胞質表層微小管の脱重合による消失に直接関与してい
ること，また細胞内には K -252a 非感受性のキナーゼも存在し間接的にPPB の消失の制御に関わっ
ていることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本論文は高等植物細胞の分裂面決定に関与していると考えられる分裂に先立つ核の位置決定に核表面
より伸びる微小管が重要な役割を果していること，将来の分裂面をとり囲む位置に現れる前期前微小管
束の消失の制御にキナーゼが関与していることを初めて示したもので博士(理学)の学位論文として
十分価値あるものと認める。
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